
 

 
 

茨城県災害対策本部の設置について 
 

 事故発生時における県の体制及び職員の配備体制区分の基準及び内容 

事故発生時における県の体制及び職員配備の決定基準は，放射性物質等の放出状況等により以

下のとおりです。 

 

体制区分 配備基準 配備体制 災害対策本部等の設置 

連絡配備 
環境への有意な放射性物質等の

放出がない事故・トラブル 
原子力安全対策課職員  

警戒体制 

(事前配備) 

第１ 

環境への有意な放射性物質等の

放出があり，県又は事業者のモニ

タリングステーション，モニタリ

ングポストにおいて，空間線量率

が 0.5μＳｖ／時未満の事故・ト

ラブル 

災害情報連絡担当者会

議構成員 

必要に応じて 

災害情報連絡担当者会議

を開催 

第２ 

○環境への有意な放射性物質等

の放出があり，県又は事業者の

モニタリングステーション，モ

ニタリングポストにおいて，空

間線量率が 0.5μＳｖ／時以上

5μＳｖ／時未満の事故・トラ

ブル 

○警戒事態の発生 

災害警戒本部構成員 

災害情報連絡担当者会

議構成員 

災害情報連絡担当者会議

を開催するとともに，必

要に応じて災害警戒本部

を設置 

非常体制 

第１ 

○環境への有意な放射性物質等

の放出があり，県又は事業者の

モニタリングステーション，モ

ニタリングポストにおいて，空

間線量率が 5μＳｖ／時以上

（１地点）の事故・トラブル 

○施設敷地緊急事態の発生 

災害応急対策が円滑に

行える体制 

（職員の５分の１） 

災害対策本部を設置 

第２ 

○環境への有意な放射性物質等

の放出があり，県又は事業者の

モニタリングステーション，モ

ニタリングポストにおいて，空

間線量率が 5μＳｖ／時以上

（２地点以上又は 10分以上／

地点）の事故・トラブル 

○全面緊急事態の発生 

大規模な災害に対し

て，応急対策が円滑に

行える体制 

（職員の２分の１） 

 

 



茨城県災害対策本部組織図

本 部 会 議 本 部 事 務 局
局長 防災・危機管理部長

本部長 副本部長 本部員 次長 防災・危機管理部次長，防災・危機管理部防災・危機管理課長
(知事) (副知事) (部長等) 局付

国が派遣する専門家等 本部付 防災・危機管理課企画調整室長，防災・危機管理課副参事，
消防安全課長，消防安全課産業保安室長，消防安全課副参事，

知事公室長 原子力安全対策課長，原子力安全対策課原子力防災調整監
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大会局長 ・総括班 ・情報班 ・対策班 ・航空運用調整班
議会事務局長 ・燃料調整班 ・物資調整班 ・原子力対策班 ・広報班

・視察･要望班 ・機動班
（現地対策本部）

防災・危機管理部 県民生活環境部 保健福祉部 農林水産部 各 部

緊急被ばく ・総務部 ・会計部
医療派遣チーム 総合調整班 食糧対策班 ・政策企画部 ・企業部

・営業戦略部 ・県立病院部
・産業戦略部 ・教育部

環境放射線監視セ 消 防 生 環 廃 緊急医療センター 医 救 避 保 薬 生 農 畜 林 水 農 ・土木部 ・警備対策部
ンターモニタリン 防 災 活 境 棄 企 連 記 健 健 療 助 難 健 務 活
グ班 安 ・ 文 班 物 画 絡 録 康 康 対 班 行 予 班 衛 産 産 業 産 地
測 情 企 全 危 化 対 班 班 班 影 相 策 動 防 生
定 報 画 班 機 班 策 響 談 班 要 班 班 班 班 班 班 班
分 収 調 ・ 管 ・ 指 調 班 支
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グ

－

安 流 援
プ ル プ 全 班 班－

対
プ 策

班

各 班

原子力事業所 救護所等 （原子力災害医療協力機関等における被ばく医療）
モニタリングチーム

水戸医療センター，県立中央病院，筑波大学附属病院 （原子力災害拠点病院における被ばく医療）

放射線医学総合研究所，福島医大附属病院 （高度被ばく医療支援センターにおける被ばく医療）


